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 例年より短かった夏休みが終わり、学校が再開して２週間。連日の猛暑の中でコロナ対策をする

という厳しい状況ですが、子どもたちは本当によく頑張っています。我々教職員はその頑張りを無

駄にしないようにしっかりと子どもたちを支え、できる限り充実した活動を実現させていきたいと

思います。 

  

さて、以前の巻頭言で「あいさつ」の大切さについてお伝えしたことがあります。朝会で子ども

たちに「サシワタ」と「ムヤクタ」というクイズを出して『夢』と『挨拶（あいさつ）』を印象付

けようと試みたという内容でした。（昨年度の学校だより５，６月号の巻頭言：本校 HP に掲載されています） 

今回はその続編として、日頃から本校が重点的に取り組んでいる「あいさつ」について、令和元

年度の横浜市学力・学習状況調査から生活意識の集計データをもとに考えてみました。 

まず、全体像を市平均値と比較すると、本校児童の「あいさつ」の実践への意識が高いことが読

み取れます。     

 次に、「あいさつ」の実践状況と他の生活意識項目とのクロス集計結果を六つほど掲載いたします。

クロス集計することにより「あいさつ」の実践と他の項目の相関関係がわかります。複合型のグラフ

では、項目ごとの回答結果が到達度順に帯グラフとなって上から下へ４本並んでいて、それぞれに

「あいさつ」の実践状況が表れています。各帯の縦幅は全体に対する割合となっています。 

                               （裏面に続く） 



① 【自尊感情】「自分のことが好きか」 

② 【自己肯定感】「自分にはよいところがあるか」 

③ 【自己有用感・相手意識】「誰かの役に立つ人になりたいか」 

④ 【学習への関心】「勉強は好きか」 



⑤ 【学習への意欲】「自分の考えを発表しているか」 

⑥ 【生活習慣】「朝食を毎日食べているか」 

いかがでしょうか。以上のデータから正の相関傾向が読み取れます。つまり、「自尊感情・自己肯

定感・自己有用感・相手意識」や「学習に対する関心・意欲」が高く「生活習慣」が身に付いている

ほど、自分から「あいさつ」をしている割合も高くなっているということです。 

逆から言えば、「自尊感情・自己肯定感・自己有用感・相手意識」が醸成され、「学習に対する関心・

意欲」が高められていけば、おのずと自分から「あいさつ」できるようになっていくという仮説が成

り立ちます。そしてそこには「素直さ・謙虚さ」に覆われた「自信」という自分づくりの軸が存在し

ているのだと思います。 

「あいさつ」は人格形成するうえでの基本であり、自分から「あいさつ」ができることは、人が社

会で生きていくうえでとても重要な力となります。義務教育で「あいさつ」の仕方を形から教えてい

くことはもちろん必要です。一方で、ただ形式的に教え込み、強制させるのではなく、子どもの内面

にある自尊感情や自己肯定感、学習への関心や意欲を涵養していくことが大事であると実感してい

ます。改めて、「心を豊かにする」情操教育の意味や価値について教職員で共有した次第です。 

 

最後に、10月予定されていた４～６年生の宿泊行事についてお知らせします。 

「横浜市立学校の教育活動の再開に関するガイドライン」に基づき、実施する方向で日程変更や

感染予防対策（バスの台数や部屋数を増やす等）を講じた上での実施計画を立ててまいりましたが、

昨今の社会情勢を鑑みるとともに、バス移動や宿泊行程（飲食・入浴・就寝等）による集団生活での

感染（クラスター）発生の可能性を完全に防止できない現状を踏まえて、誠に残念ではありますが、

今秋の実施は難しいと判断し、４，５年生は今年度中止という苦渋の決断に至りました。６年生は卒

業前３月の実施を再検討いたします。また、各学年代替の日帰り遠足を計画していきます。詳細につ

きましては、後日改めて学年からのお知らせ等でお伝えします。ご理解の程、どうぞよろしくお願い

いたします。 


